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授業科目表（2020年度入学者用）
　〔航空宇宙工学科〕

᝟ሗᇶ♏１ 〔同〕 2G101 1 前 2 〇
⥺ᙧ代数 〔同〕 2G102 1 前 2 〇
ᚤ分✚分 〔同〕 2G103 1 後 2 〇
ᚤ分᪉程ᘧ 〔同〕 2G204 2 前 2 〇
」⣲㛵数 2G305 2 後 2 〇
物理学１ 〔同〕 2G106 1 前 2 〇
物理学２ 〔同〕 2G207 1 後 2 〇
໬学１ 〔同〕 2G108 1 前 2 〇
固体の力学１ 2A101 1 後 2 〇
原動機᥎㐍理論１ 2B201 2 前 2 〇 〇
空気力学１ 2A202 2 前 2 〇 〇
ᇶ♏製図 〔実〕 2F101 2 前 2 〇 〇
航空宇宙工学演習１ 〔実〕 2F302 3 前 1 〇 〇
航空宇宙工学演習２ 〔実〕 2F303 3 後 1 〇 〇
ᇶ♏工学実験 〔実〕 2F204 2 後 2 〇 〇 〇 〇
航空宇宙工学実験１ 〔実〕 2F305 3 前 3 〇 〇 〇 〇 〇
航空宇宙工学実験２ 〔実〕 2F306 3 後 3 〇 〇 〇 〇 〇
卒業研究 〔実〕 2I401 4 通 6 〇 〇 〇 〇 〇
᝟ሗᇶ♏２ 〔同〕 2G209 1 後 2 〇
物理学３ 〔同〕 2G310 2 後 2 〇
໬学２ 〔同〕 2G211 1 後 2 〇
熱ཬࡧ熱力学要論 2A103 1 後 2 〇 〇
固体の力学２ 2A204 2 前 2 〇 〇
流体の力学要論 2A105 2 前 2 〇
電気・電子工学要論 2C101 1 前 2 〇
機Ე工学要論 2A106 1 前 2 〇
ᮦᩱ学要論 2D101 2 前 2 〇
航空宇宙もの࡙ࡃりධ門 〔実〕 2F102 1 後 2 〇 〇 〇 〇
数್計⟬法 〔同〕 2G213 2 後 2 〇 〇
㹁㸿㹂演習・製図 〔実〕 2F307 2 後 2 〇
原動機᥎㐍理論２ 2B302 3 前 2 〇 〇
ᮦᩱᙉᗘ学 〔同〕 2D302 3 前 2 〇 〇
航空宇宙自動制御１ 2C202 3 前 2 〇
システム工学１ 2C203 2 後 2 〇
機ჾ᣺動学 2A307 2 後 2 〇
航空宇宙計⟬機工学 2G214 2 前 2 〇
航空宇宙⇞↝工学 〔同〕 2A308 3 後 2 〇 〇
航空機力学 2B303 3 前 2 〇
航空機ᵓ㐀学 2B304 3 後 2 〇
宇宙工学概論 2B105 2 前 2 〇
航空気象１ 2E101 1 前 2 〇
航空法規１ 2E202 1 後 2 〇
航空⟶制 2E203 1 後 2 〇
航空↓⥺ 2E104 1 前 2 〇
航空Ᏻ඲ 2E305 4 前 2 〇
」合ᮦᩱ工学 2D303 3 前 2 〇
ロࢣット工学概論 2B206 3 後 2 〇
ヘリコプター操縦学１ 〔P実〕 2E128 1 前 2 〇
ᗄఱ学 〔同〕 2G215 2 前 2 〇
数理⤫計学 〔同〕 2G316 2 後 2 〇
⏬ീᗄఱ学ᇶ♏ 〔同〕 2G112 2 前 2 〇
航空工学概論 2B108 1 後 2 〇
航空機工作法 2A309 2 後 2 〇

DP1 航空宇宙㛵㐃分㔝を୰ᚰとした設計・研究・㐠航➼の現場に࠾いて、ゎỴす࡭きၥ㢟を理ゎすることが

できるࡅࡔの、ᇶ♏ⓗ▱㆑を習得する。

DP2 同上の現場に࠾いて、ゎỴす࡭きၥ㢟を理ゎすることができるࡅࡔの、専門ⓗ▱㆑を習得する。

DP3 同上の現場に࠾いて、自ら課㢟を設定し㐩ᡂすることができるࡅࡔの᝟ሗ཰㞟⬟力、論理ⓗᛮ考力、

課㢟設定力を⋓得する。

DP4 同上の現場に࠾いて、࿘ᅖとのコミࣗࢣࢽーシࣙンをྲྀりつつ、自ら課㢟を設定し㐩ᡂすることが

できるࡅࡔの課㢟ゎỴ力、コミࣗࢣࢽーシࣙン力、ࢳーム࣡ーク、リーࢲーシップを㌟につࡅる。

DP5 ၥ㢟ゎỴ、課㢟㐩ᡂにあたࡗては、✚ᴟ性と๰㐀性、目ᶆ᏶㐙に対するᙉいពᚿをᣢࡗて❧ちྥかう

ことができる自ᕫ⟶理力、㈐௵ឤを㌟につࡅる。
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航空宇宙固体物性 2D204 2 前 2 〇
航空宇宙表面処理工学 2D205 2 後 2 〇 〇
設計製図 〔実〕 2F208 2 後 2 〇 〇
航空宇宙自動制御２ 2C304 3 後 2 〇
システム工学２ 2C305 3 後 2 〇
通信システム 〔同〕 2B217 2 後 2 〇 ◇
宇宙科学 2B311 3 後 2 〇
宇宙システム工学 2B310 3 後 2 〇 〇
空気力学２ 2A310 2 後 2 〇
空気力学３ 2A311 3 前 2 〇
翼まわりの流れ学 2B212 3 前 2 〇
航空操縦学概論 2B213 2 後 2 〇
航空宇宙航法 2B214 2 前 2 〇
ヘリコプター工学概論 2B215 3 前 2 〇 ※
熱流力学 2A312 3 前 2 〇
航空機設計 2B216 2 後 2 〇
航空宇宙電気・電子工学 2C206 2 前 2 〇
電磁波工学 〔同〕 2B218 3 前 2 〇
技術業倫理 〔同〕 2H101 2 前 2 〇
技術業人間学 〔同〕 2H202 2 後 2 〇
実用英語１ 〔同〕 2G117 2 後 1 〇
実用英語２ 〔同〕 2G218 3 前 1 〇
航空宇宙セミナー 〔実〕 2H203 3 後 2 〇 〇

プレインターンシップ 〔同〕 2H104 2 後 1 〇 〇 〇

インターンシップ 〔同〕 2H105 3 通 2 〇 〇 〇
ロングインターンシップ 〔実〕 2H106 1 通 2 〇 〇 〇 ◎
現代航空産業研究１ 2H206 3 前 2 〇 〇
現代航空産業研究２ 2H207 3 後 2 〇 〇
ロボット製作演習１ 〔同〕 2F209 1 前 1 〇 〇 〇  
ロボット製作演習２ 〔同〕 2F210 2 前 1 〇 〇 〇  
航空宇宙工学プロジェクト演習 〔実〕 2F308 3 通 3 〇 〇 〇 〇 〇 ◎
Aerospace短期研究活動実習 〔実〕 2F309 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 ◎
特別講義 〔同〕 2H108 3 前 2 〇 ＃
職業指導 〔教〕 2H109 4 後 2 〇 〇
工業概論 〔教〕 2H110 2 後 2 ○ ○
自家用操縦実習１ 〔P実〕 2E107 1 後 2 〇 〇 〇 ◆
自家用操縦実習２ 〔P実〕 2E208 2 前 2 〇 〇 〇 ◆
自家用操縦実習３ 〔P実〕 2E309 2 後 2 〇 〇 〇 ◆
操縦学総合演習１ 〔P実〕 2E110 1 後 1 〇 〇 〇 ◆
操縦学総合演習２ 〔P実〕 2E211 2 前 1 〇 〇 〇 ◆
操縦学総合演習３ 〔P実〕 2E312 2 後 1 〇 〇 〇 ◆
ヘリコプター航法 〔P実〕 2E113 1 後 2 〇 ◇
ヘリパイロットゼミ 〔P実〕 2E114 1 前 1 〇 〇 〇 ◇
ヘリコプター操縦学２ 〔P実〕 2E129 2 後 2 〇 ◇
航空法規２ 〔P実〕 2E215 2 前 2 〇 ◇
航空英語１ 〔P実〕 2E116 1 後 1 〇 ◇
航空英語２ 〔P実〕 2E217 2 前 1 〇 ◇
航空気象２ 〔P実〕 2E219 1 後 2 〇 ◇
事業用操縦実習１ 〔P実〕 2E321 3 前 2 〇 〇 〇 ■
事業用操縦実習２ 〔P実〕 2E322 3 前 2 〇 〇 〇 ■
事業用操縦実習３ 〔P実〕 2E323 3 後 2 〇 〇 〇 ■
事業用操縦実習４ 〔P実〕 2E324 3 後 2 〇 〇 〇 ■
操縦学総合演習４ 〔P実〕 2E325 3 前 1 〇 〇 〇 ■
操縦学総合演習５ 〔P実〕 2E326 3 後 1 〇 〇 〇 ■

◎印の科目の対象になる学生は学科教員から指示があります。
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※１の２９科目のうち、１０科目を必ず修得すること。この場合２０単位は「選択必修科目」の単位となり２０
単位を超えた分は「選択科目」の単位となります。

〔教〕印の科目は、教職課程を履修登録していない学生は履修できません。
＃印の科目の単位数は、内容により、１単位となることがあります。

注７ 〔P実〕印の科目は、ヘリパイロットコースの学生のみ履修できます。

注１０

注８
注９

注５ 〔実〕印の科目は実験･実習科目ですので、他学科の学生が履修することはできません。

 注６

単位

注１１

■印の科目はヘリパイロットコースで事業用操縦資格をめざす学生が履修する科目ですが、卒業要件には含めま
せん。そのため履修上限の24単位には含まれません。

◇印の科目はヘリパイロットコースの必修科目となります。

※印の科目はヘリパイロットコースの学生に限り２年生で受講することが出来ます。

◆印の科目はヘリパイロットコースの必修科目で、履修制限24単位には含まれません。

DP5

【以下の注７・注８・注９・注１０・注１１については、ヘリパイロットコース限定事項です】
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